
坂
部
に
伝
わ
っ
た
『
熊
谷
家
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
正
長
元

年
（
14
2
8）
に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
面
形
の

舞
が
行
わ
れ
る
点
で
は
、
奥
三
河
の
「
花
祭
り
」
と
源
流

を
一
に
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
火
の
粉
を
散
ら
す

「
た
い
き
り
面
」
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
の
面

に
は
歴
史
の
凄
味
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

向
方
の
お
潔
め
祭
り
と
同
様
、

面
形
の
な
い
湯
立
神
楽
で
、
宮

人
（
み
ょ
う
ど
）
と
禰
宜
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

扇
や
剣
な
ど
を
次
々
と
持
ち

か
え
な
が
ら
、
夜
を
徹
し
て
舞

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
特
に
最
後

の
「
鎮
め
の
舞
」
は
熟
練
者
の

舞
う
厳
粛
な
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
来
の
「
お
潔
め
祭
り
」
は
国
家
や
村
全
体
の
祝
い
、
あ
る
い
は

個
人
の
大
願
が
か
な
っ
た
と
き
だ
け
に
行
わ
れ
た
臨
時
祭
で
、
例

大
祭
の
神
楽
は
そ
の
略
式
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
立
願
に

よ
っ
て
神
の
子
と
な
っ
た
「
宮
人
（
神
子
）
」
だ
け
が
舞
を
務
め
ま

し
た
。
面
形
の
な
い
湯
立
神
楽
で
、
扇
・
ヤ
チ
ゴ
・
剣
な
ど
を
手
に

舞
い
、
ま
た

神
々
へ
の
湯

立
て
を
行
い

ま
す
。

●
お
潔
め
祭
り
（
向
方
）

●
冬
祭
り
（
坂
部
）

●
池
大
神
社
例
祭

　（
大
河
内
）

盆
踊
り
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
大
変
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
天

竜
川
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
る
花
火
は
山
々
に
反
響
し
荘
厳
で

す
。

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
出
店
な
ど
和
知
野
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
、
賑
や
か
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
（
8
月
1
5
日
）

●
和
知
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
7月
下
旬
）

●
カ
ン
ザ
ク
ラ

●
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

開
花
時
期
:3月

下
旬
～
4月
上
旬

開
花
時
期：2月

下
旬
～

●
あ
け
び
狩
り
体
験
（
9月
中
旬
～
10月

上
旬
）

全
国
的
に
も
珍
し
い
、
昔
懐
か
し
い
「
あ
け
び
」
の
収
穫
体

験
。
鮮
や
か
な
紫
色
に
実
っ
た
あ
け
び
の
実
が
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
場
所
 あ
け
び
の
里
　
向
方
）

●やまゆり（村花）●シュロの木（村木）●ブッポウソウ（村鳥）

長野県でも南部の特に暖かい地

域で植生しています。

長野県の天然記念物。夏鳥として、

毎年5月初旬に村に渡来します。

村内に多く自生しています。
●
梅
花
駅
伝
（
2
月
第
3
日
曜
日
）

開
花
時
期
：
2月
下
旬
～
3月
上
旬

■
シ
カ
オ
イ
行
事

■
ブ
サ
祭
り

●
満
島
神
社
秋
祭
り

祭
り
暦

6611

11
22

44

33

5515151313

2121

1313 66

1515

南
信
州
天
龍
村
は
、村
の
中
央
を
天
竜
川
が
流
れ
、
深
い
渓
谷
を
刻
む
山
深
い
山
村
で
す
。

そ
れ
が
ゆ
え
に「
本
物
の
豊
か
な
自
然
」を
体
感
で
き
ま
す
。

１月3日……………………向方のお潔め祭り（天照大神社）

１月４日……………………坂部の冬祭り（大森山諏訪神社）

１月５日……………………大河内池大神社例祭

２月下旬日曜………………水神様（小沢）

春・秋の彼岸の日曜………三十三観音様（中井侍）

４月１４日……………………満島神社春祭り

４月下旬……………………シカオイ行事（旧暦３月３日・池大神社）

　　　　　　　　　　　　　 ブサ祭り（旧暦３月３日）（坂部八幡社）

８月１４日・１６日……………掛け踊り・盆踊り（坂部、向方、大河内）

１０月１０日……………………十五社祭（松島）

１０月中旬土・日曜…………満島神社秋祭り・鴬巣神社例祭

１０月２０日……………………八幡社例祭（福島）

１１月下旬土・日曜…………秋例祭（中井侍）

※坂部は１４
 
日のみ

●
平
岡
ダ
ム

●
羽
衣
崎

（
天
竜
奥
三
河
国
定
公
園
・
平
岡
）

祭
り

祭
り

●
霜
月
神
楽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

天
龍
村
教
育
委
員
会
■
T
E
L 0260-32-3206 / E

-m
ail s-k

yo
ik
u
@
vill-te

n
ryu

.jp

天
龍
村
の
四
季

信
州
に
春
を
告
げ
る
村

信
州
の
夏
緑
深
い
ふ
る
里
の
山
々

村
は
も
み
じ
色
に
染
ま
り

秋
の
味
覚
も
真
っ
盛
り

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
霜
月
神
楽
」
。
神
を
呼
ぶ
三
大
祭
り

伝えられる壮大な文化。

感動の冬祭り。

神 来たりて

人 舞ぬ。

桜寒
桜

夏
まつり

あ
け
び 梅

新
緑

紅
葉

10
月
中
旬
土
・
日

秋
祭
り

天
竜
川
沿
い
に
1
0
0
本
余
り
の

梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
伊
那
小
沢
駅

信
州
で
最
も
早
く
桜
の
便
り
を
告
げ
ま
す
。

松
島
公
園

中
部
電
力
平
岡
発
電
所
敷
地
内
に
1
2
0
本
あ
り
、

夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

信
濃
恋
し

村
の
玄
関
口
「
ふ
る
さ
と
味
覚
小
屋
」
前
に

約
4
0
本
あ
り
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

平
岡
ダ
ム

ダ
ム
湖
に
桜
が
映
え
ま
す
。

仁
善
寺

約
5
0
本
の
桜
が
天
竜
川
沿
い
に
あ
り
、

水
神
橋
か
ら
の
眺
望
は
絶
景
で
す
。

（
ニ
セ
ン
ジ
）

天
竜
川
の
折
返
し
地
点

［
全
長
213

km
の
10
6
.5
km
地
点
に
当
た
る
。
］

1
月
3
日

1
月
4
日

1
月
5
日

55

44

JR
豊
橋
駅
→
平
岡
駅
 約
１
時
間
4
0
分

JR
飯
田
駅
→
平
岡
駅
 約
4
0
分

JR
豊
橋
駅
→
平
岡
駅
 約
2
時
間
3
0
分

JR
飯
田
駅
→
平
岡
駅
 約
1
時
間

（
2
時
間
2
0
分
）

（
4
分
）

（
3
分
）

（
3
分
）

（
7
分
）

（
5
0
分
）

小
牧
JC
T

約
2時
間
30
分

約
2時
間
30
分

約
2時
間
30
分

約
4
時
間

約
3
時
間

名
古
屋

名
古
屋
I.C

天
龍
峡
I.C

天
龍
峡
I.C

飯
田
山
本
I.C

東
名
高
速

中
央
自
動
車
道

R
1
5
1
阿
南
町

中
央
自
動
車
道

東
　
京

高
井
戸
I.C

R
1
5
1

R
4
1
8

新
城
市

豊
根
村

豊
橋
方
面

R
2
5
7

R
1
5
2

浜
松
市（
旧
天
竜
市
）

浜
松
方
面

飯
田
市
南
信
濃

R
1
5
3

R
4
1
8

R
4
1
8

豊
田
市

平
谷
村

売
木
村

名
古
屋
方
面

阿
南
町・
新
野

草 木 ト ン ネ ル

兵 越 峠

新 野 峠

早
稲
田
交
差
点
を
右
折

飯
田
山
本
I.C

R
1
5
1
阿
南
町

早
稲
田
交
差
点
を
右
折

阿
南
町

■
お
車
の
場
合

三
遠
南
信
道

三
遠
南
信
道

■
J
R
ご
利
用
の
場
合

J
R
飯
田
線〔
特
急
伊
那
路
号
〕

J
R
飯
田
線〔
各
駅
停
車
〕

豊
橋

平
岡

飯
田

豊
橋

中
井
侍

鶯
巣

為
栗

伊
那
小
沢

平
岡

飯
田

天
龍
村
観
光
協
会

天
龍
村
役
場
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

※
平
岡
駅
に
は
、
列
車
の
発
着
時
間
に
合
わ
せ
た
お
き
よ
め
の
湯
方
面
へ
の
村
営
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。（
要
確
認
）

※
遠
山
タ
ク
シ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
遠
山
タ
ク
シ
ー
（
0
2
6
0
-3
2
-2
0
61
）

〒
3
9
9
－
1
2
0
1

長
野
県
下
伊
那
郡
天
龍
村
平
岡
87
8番
地

T
E
L（
0
2
6
0
）3
2
－
2
0
5
0

E-m
ail：
in
fo
-k
an
ko
@
vi
ll-
te
nr
yu
.jp

T
E
L（
0
2
6
0
）3
2
－
1
0
2
3

E-
ma
il：
ka
nk
o@
vi
ll-
te
nr
yu
.jp

■ 交 通 の ご 案 内

て
ん
り
ゅ
う
む
ら

検
索

お
問
い
合
わ
せ

静 岡 県

愛
知
県

岐
阜
県

天
龍
村

南 ア ル プ ス

ひ
ら
お
か

う
ぐ
す

い
な
こ
ざ
わ

な
か
い
さ
む
ら
い

平
谷
村

売
木
村

根
羽
村

豊
根
村

設
楽
町

豊
田
市

阿
南
町

下
條
村

泰
阜
村飯
田
市喬
木
村

お
き
よ
め
の
湯JR 飯 田 線

JR飯
田
線

こ
わ
だ

お
お
ぞ
れ

天 竜 川

浜
松
市

龍
泉
閣

長
野
県

阿
智
村園
原
IC

飯
田
IC

天
龍
峡
IC

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル

中央自動車道

信
濃
比
叡

昼
神
温
泉
郷

て
ん
り
ゅ
う
き
ょう

ぬ
く
た

し
て
ぐ
り

土
岐
JC
T

土
岐
IC

多
治
見
IC

小
牧
JC
T

至 大 阪 ・ 京 都

豊
田
JC
T

豊
田
東
JC
T

豊
田
IC

名
古
屋
IC

岡
崎
IC

鳳
来
峡
IC

豊
川
IC中
津
川
IC

恵
那
IC

東 海 環 状 自 動 車 道

浜
松
IC

浜
松
浜
北
IC

浜
松
い
な
さ
JC
T

三
ヶ
日
JC
T

至
東
京

東
名
高
速
自
動
車
道

新
東
名
高
速
自
動
車
道

豊
田
勘
八
IC

周
辺
マ
ッ
プ

南 信 州
三
遠
南
信

飯 田 山 本 IC

天 龍 村

飯
田
上
久
堅

喬
木
富
田
 IC

南 信 州
信
州
最
南
端
「
信
州
の
南
玄
関
口
」

信 州 に 春 を

　 　 　告
げ る 村


